
　３月８日、美作警察署、奈義交番、美作交通安全協会奈義町支部の方から保育園
の２、３歳児を対象に交通安全指導をしていただき、実際に園外に出て道の歩き方
や信号機の見方、横断の仕方などわかりやすく丁寧に指導していただきました。

　３月８日、美作警察署、奈義交番、美作交通安全協会奈義町支部の方から保育園
の２、３歳児を対象に交通安全指導をしていただき、実際に園外に出て道の歩き方
や信号機の見方、横断の仕方などわかりやすく丁寧に指導していただきました。

横断
歩道
は手をあげて渡りましょう！
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町
長
施
政
方
針

第1回定例会

｢

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り｣

ち
い
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
き
め
細
や
か
な
町
政

　

こ
の
た
び
町
民
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
温
か

い
ご
厚
情
を
賜
り
第
15
期
の
奈
義
町
長
と
し
て
引

き
続
き
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

歴
代
町
長
を
始
め
、
町
民
皆
様
の
英
知
と
努
力

に
よ
っ
て
築
い
て
こ
ら
れ
た
奈
義
町
を
更
に
安

全
・
安
心
で
夢
と
希
望
が
も
て
る
町
に
す
る
た
め
、

「
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り
」 
そ
し
て
、

「
ち
い
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
き
め
細
や
か

な
町
政
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
町
民
皆
様
と
協

働
し
、
専
心
の
努
力
を
し
て
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
若
者
の
定
住
化
と
高
齢
者
の
活
力
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　

活
力
の
あ
る
奈
義
町
に
し
て
い
く
手
段
と
し
て
、

療
費
の
負
担
軽
減
の
施
策
と
し
て
、
現
在
の
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
全
額
無
料
に
加
え
、
高

校
卒
業
ま
で
の
入
院
給
付
を
創
設
し
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
と
し
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
な
ぎ
み
苑
」
の
増
床
等
の
補
助
を
行
い
、
整

備
充
実
を
図
る
ほ
か
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
す
る
地
域
包
括
支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
義
町
は
元
気
な
高
齢
者
の
方
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
方
た
ち
が
持
つ
知
識

や
経
験
、
技
術
な
ど
が
生
か
せ
る
場
を
積
極
的
に

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　●

教
育
の
充
実
と
生
涯
学
習
の
推
進

　

若
者
の
定
住
の
根
源
に
あ
る
も
の
は
家
族
愛
や

郷
土
愛
で
あ
り
、
確
か
な
学
力
向
上
だ
け
で
な
く
、

学
力
を
基
本
と
し
た
地
域
教
育
力
や
地
域
子
育
て

力
を
高
め
る
た
め
に
、
青
少
年
健
全
育
成
や
ス
ポ

ー
ツ
環
境
の
整
備
、
横
仙
歌
舞
伎
の
保
全
伝
承
や

生
涯
学
習
活
動
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　●

行
財
政
改
革
の
推
進

　

地
方
財
政
法
に
基
づ
く
財
政
指
標
及
び
財
政
健

全
化
法
に
基
づ
く
指
標
は
良
好
で
あ
り
、
県
下
で

も
上
位
に
位
置
し
健
全
な
財
政
が
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
単
独
町
政
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
職
員

の
レ
ベ
ル
向
上
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
等
の
実
践
に
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
の
新
た
な
主
要
事
業

　

や
さ
し
さ
と
安
ら
ぎ
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
と
し
て
、

①
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額

②
高
校
生
の
入
院
医
療
費
の
無
料
化

③
乳
が
ん
な
ど
個
別
検
診
の
充
実

　

平
成
23
年
奈
義
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
８
日
に

開
会
さ
れ
、
17
日
に
全
日
程
を
終
え
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
花
房
町
長
か
ら
施
政
方
針
演
説
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

広
報
紙
で
は
、
施
政
方
針
の
概
要
、
審
議
さ
れ
た
議
案

な
ど
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
だ
け
で
な
く
、
新
た

に
「
地
域
お
こ
し
推
進
事
業
」
と
銘
打
っ
て
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
、
農
畜
産
物
を
活
用

し
た
六
次
産
業
化
、
特
産
品
開
発
、
新
た
な
雇
用

創
出
と
、
高
齢
者
の
知
恵
と
経
験
を
生
か
す
農
家

民
泊
な
ど
に
よ
り
奈
義
町
を
訪
れ
る
人
を
増
や
す

取
り
組
み
な
ど
、
農
林
・
商
工
・
観
光
に
よ
る
新

た
な
奈
義
町
ら
し
い
、
奈
義
町
な
ら
で
は
の
産
業

の
第
一
歩
の
年
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
向
け
の
住
宅
の
賃
貸
開
始
や
豊
沢

地
内
の
分
譲
住
宅
地
販
売
も
４
月
か
ら
開
始
し
ま

す
。

●
協
働
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
異
常
気
象
に
よ
り
災

害
や
犯
罪
が
多
発
す
る
中
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」

が
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地

域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、「
自
ら
の
安
全
は
自

ら
が
守
る
。」、「
地
域
の
安
全
は
、
地
域
で
守
る
。」

の
意
識
が
持
て
る
環
境
を
作
り
、
町
・
地
区
・
町

民
・
事
業
者
・
地
域
活
動
団
体
等
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
少
子
、
高
齢
化
対
策
の
推
進

　

少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー
ム

や
子
育
て
相
談
や
情
報
交
換
の
場
「
つ
ど
い
の
広

場
」
な
ど
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
医

施　

政　

方　

針

→
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町
長
施
政
方
針

第1回定例会

｢

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
ま
ち
づ
く
り｣

ち
い
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
き
め
細
や
か
な
町
政

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
築
・
増
床

⑤
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
⑥
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る

補
助
新
設

⑦
若
者
向
け
の
住
宅
の
賃
貸
開
始
と
新
た
な
分
譲

団
地
分
譲
開
始

⑧
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
各
世
帯
に
設
置
し
た
多
機
能

情
報
端
末
を
活
用
し
た
き
め
細
や
か
な
情
報

提
供
の
開
始

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

個
性
的
で
活
力
に
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

と
し
て
は
、

①
都
市
部
の
人
材
を
招
聘
し
、
地
域
の
中
で
活
躍

し
て
い
た
だ
く
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

設
置

②
今
後
の
農
業
、
商
業
、
観
光
な
ど
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本

計
画
の
策
定

③
中
央
公
園
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
建
設

④
奈
義
の
里
活
性
化
支
援
券
の
継
続
実
施

な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
内
容
は
抜
粋
・
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
総
額　
　
　

34
億
６
、
４
０
０
万
円

（
対
前
年
度
比 

13
・
０
％
増　

３
億
９
、
９
万

円
の
増
額
）

　
（
詳
細
は
Ｐ
４
～
５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

（
一
般
会
計
）
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
、
６
７
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
40
億
４
、
３
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

☆
歳
入
の
主
な
も
の

　

・
町
税　
　
　
　
　
　
　

３
１
、
６
０
０
千
円

　

・
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
、
７
５
２
千
円

☆
歳
出
の
主
な
も
の

　

・
公
有
財
産
購
入
費　
　

４
７
、
８
９
８
千
円

　

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
費　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
８
、
０
０
０
千
円

（
特
別
会
計
）

　

予
算
総
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

・
国
民
健
康
保
険　
　

７
億
１
、
６
６
４
万
円

　

・
豊
並
財
産
区　
　
　
　
　
　
　

９
０
５
万
円

　

・
分
譲
地
造
成　
　
　

１
億
１
、
２
３
０
万
円

　

・
土
地
取
得　
　
　
　

１
億
２
、
２
７
４
万
円

　

・
介
護
保
険　
　
　
　

６
億
６
、
０
６
１
万
円

　

・
下
水
道　
　
　
　
　

６
億
９
、
４
７
７
万
円

　

・
後
期
高
齢
者　
　
　
　
　

６
、
６
８
４
万
円

　

・
上
水
道

　
　
　

収
益
的
収
入　
　

２
億
１
、
０
１
０
万
円

　
　
　

収
益
的
支
出　
　

２
億
１
、
０
１
０
万
円

　
　
　

資
本
的
収
入　
　

１
億
４
、
７
５
９
万
円

　
　
　

資
本
的
支
出　
　

２
億
２
、
０
０
４
万
円

　

・
工
業
用
水
道

　
　
　

収
益
的
収
入　
　
　
　

１
、
６
０
３
万
円

　
　
　

収
益
的
支
出　
　
　
　

１
、
６
０
３
万
円

（
一
般
会
計
）
（
第
７
号
）

☆
歳
出
の
主
な
も
の

　

・
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
地
義
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
千
円

　

・
予
備
費　
　
　
　
　
　

△
１
、
０
０
０
千
円

□
条
例

◆
奈
義
町
名
誉
町
民
条
例

　

本
町
の
発
展
及
び
社
会
文
化
の
進
展
に
著
し
く

貢
献
し
た
者
に
対
し
て
、
栄
誉
を
顕
彰
し
ま
す
。

◆
奈
義
町
地
域
情
報
通
信
施
設
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

◆
奈
義
町
地
域
情
報
通
信
設
備
分
担
金
徴
収
条
例

◆
奈
義
町
公
共
施
設
の
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
条

例

　

町
民
生
活
の
安
全
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
社

会
公
共
の
利
益
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
暴
力

団
等
の
公
共
施
設
の
利
用
を
制
限
し
ま
す
。

◆
奈
義
町
営
賃
貸
住
宅
条
例

　

町
営
賃
貸
住
宅
（
豊
沢
地
内
）
新
築
に
伴
い
本

条
例
を
設
置
し
ま
し
た
。

◆
奈
義
町
委
員
会
委
員
等
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支

給
方
法
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
奈
義
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
奈
義
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◆
奈
義
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
５
件

□
契
約

◆
奈
義
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
下
水

管
渠
布
設
工
事
そ
の
２
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

◆
成
松
地
区
砂
防
�
堤
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

□
報
告

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　

・
滝
本
排
水
路
水
路
改
修
工
事
請
負
変
更
契
約

　

の
締
結
に
つ
い
て

□
そ
の
他

◆
奈
義
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

入
澤
知
子
氏
（
滝
本
）
を
選
任
し
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

◆
奈
義
町
公
文
書
公
開
審
査
会
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

赤
座
美
久
氏
（
上
町
川
）、 

鷹
取
ま
さ
子
氏
（
中

島
東
）、
野
々
上
三
喜
夫
氏
（
西
原
）、
細
川

努
氏
（
高
円
）、
辻
研
司
氏
（
豊
沢
）
の
５
人

を
選
任
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
演
習
場
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

◆
定
住
化
促
進
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

◆
奈
義
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
３
件

□
委
員
会
付
託
と
し
た
も
の

◆
無
年
金
・
低
年
金
者
に
緊
急
措
置
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願

◆
年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願

◆
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
を
求
め
る

陳
情
書

◆
県
産
材
の
需
要
拡
大
施
策
と
水
源
林
へ
の
「
お

か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」
の
積
極
的
投
入

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

請　

願
・
陳　

情
→□

平
成
23
年
度
当
初
予
算

□
平
成
22
年
度
補
正
予
算

意　
　

見　
　

書
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会　　　　計　　　　名

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

豊 並 財 産 区

柿 財 産 区

予　算　額

7億1,900万円

6,970万円

6億4,380万円

880万円

560万円

会　　　　計　　　　名

分 譲 地 造 成

土 地 取 得

下 水 道

収 益 的 費 用

資 本 的 費 用

工 業 用 水 道 事 業

予　算　額

2,940万円

430万円

5億1,600万円

2億   650万円

2億1,901万円

1,261万円

24億3,471万円

注：全項目について、四捨五入しています。

上 水 道 事 業

計

●一般会計 予算

特別会計等

1万2,245円 9万2,472円 12万6,937円 5万599円 3万9,752円

8万2,272円 2万444円 5万9,784円 5万4,377円 8,873円

議会活動に

道路や河川の
　　　　　整備事業に

全般的な事務に 福祉の充実に

学校教育や社会教育の
充実に

保健活動や清掃に

町債の償還に

農林業の振興に

商工費・労働費・予備
費に

議　会　費議　会　費

土　木　費土　木　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

公　債　費

衛　生　費

公　債　費

農林水産業費農林水産業費

そ　の　他そ　の　他

※町民一人あたりの金額は、平成23年2月末人口6,324人で単純に割ったものです。

歳　入
30億4,700万円

歳　出
30億4,700万円

・防衛施設障害防止対策受託事業（成松川砂防工）…… 22,300 万円
・特別養護老人ホーム増築・増床助成事業 …………… 12,000 万円
・下水道事業（特別会計繰出金）………………………… 9,400 万円
・文化センター太陽光発電システム設置事業　………… 5,800 万円
・地域おこし推進事業（地域おこし協力隊設置事業）… 1,300 万円
・多目的広場整備事業   …………………………………… 1,300 万円
・高校生の入院医療費無料化事業   ………………………… 100 万円

54万7,755円

町債 1億3,588万円（4.5％）

県支出金 2億2,173万円
　　　　　　　　　　（7.3％）

自主　　　23.5％(町が自主的に徴収、又は収納できる財源）

依存財源　76.5％(国や県から交付されたり割り当てられたりする財源）

地方交付税
 13億2,000万円
　　　　　（43.3％）

国庫支出金
　1億9,931万円
　　　　　　（6.5％）

議会費 6,359万円（2.1％）

総務費
 4億8,221万円
    　　　（15.8％）

民生費
 6億728万円
　　　（19.9％）

衛生費
2億9,578万円
　　  （9.7％）

    ・労働費    301万円（0.1％）
  ・商工費 3,641万円（1.2％）

土木費
 3億1,649万円
        （10.4％）

消防費
　1億3,162万円
　　     　（4.3％）

公債費
　4億1,285万円
         　 （13.5％）

教育費
  3億9,178万円
        （12.9％）

 町税
  5億8,262万円
   　　　 （19.1％）

予備費 820万円（0.3％）

繰入金 2万円（0.1％）
財産収入 3,289万円（1.1％）

使用料及び手数料 6,561万円（2.1％）
分担金及び負担金 1,398万円（0.4％）

地方消費税ほか交付金 1億5,015万円（4.3％）
　地方譲与税 7,500万円（2.2％）
　　　　　　　　諸収入 1億337万円（3.0％）
　　　　　　　　　　　寄附金 2万円（0％）
　　　　　　　　　　　繰入金 6,000万円（1.7％）
　　　　　　　　　　　　財産収入 3,454万円（1.0％）
　　　　　　　　　　　　　使用料及び手数料 6,387万円（1.8％）
　　　　　　　　　　　　　分担金及び負担金 1,458万円（0.4％）

34億6,400万円の使い道

災害復旧費 0万円（0.0％）

平成23年度

　

平
成
23
年
度
予
算
が
奈
義

町
議
会
3
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
昨
年

12
月
に
定
め
た
予
算
編
成
方

針
並
び
に
国
の
地
方
財
政
計

画
の
内
容
、
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
、
そ
し
て
奈
義
町
過

疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
等
を
踏
ま
え
て
、
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
34
億

６
千
４
百
万
円
で
前
年
度
比

約
1
3
・
０
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
防
衛
施

設
障
害
防
止
対
策
受
託
事
業

（
成
松
川
砂
防
）
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
な
ぎ
み
苑
」

の
増
床
・
増
改
築
の
補
助
金

な
ど
の
歳
出
増
が
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
今
年
度
の
予
算
の

内
容
に
つ
い
て
、
一
般
会
計

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　農林
　 水産業費
2億9,778万円
　　　　（9.8％）

■平成23年度予算編成から見る主な事業

歳　入 歳　出

町債 2億540万円（5.9％）

地方交付税
 15億900万円
　　　（43.6％）

県支出金 1億8,390万円（5.3％）

町税
5億3,760万円
   　　 （15.5％）

議会費 7,744万円（2.1％）

総務費
5億8,479万円
    　（16.9％）

民生費
 8億275万円
　　  　（23.2％）

 　　　3億1,999万円衛生費　　　   （9.2％）

消防費 1億2,929万円（3.7％）
労働費 301万円（0.1％）
予備費 777万円（0.2％）

商工費
4,534万円
　　　  （1.3％）

土木費
　　　5億2,029万円
       　　　　 （15.0％）

公債費
3億4,388万円
           （9.9％）

教育費
  3億7,807万円
       　  （10.9％）

総額 34億6,400万円

　国庫支出金
 5億2,657万円
　　　 （15.2％）消防防災や

防災行政無線
設備管理に

農林水産業費 2億5,139万円
　　　  （7.3％）

4



会　　　　計　　　　名

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

豊 並 財 産 区

柿 財 産 区

予　算　額

7億1,900万円

6,970万円

6億4,380万円

880万円

560万円

会　　　　計　　　　名

分 譲 地 造 成

土 地 取 得

下 水 道

収 益 的 費 用

資 本 的 費 用

工 業 用 水 道 事 業

予　算　額

2,940万円

430万円

5億1,600万円

2億   650万円

2億1,901万円

1,261万円

24億3,471万円

注：全項目について、四捨五入しています。

上 水 道 事 業

計

●一般会計 予算

特別会計等

1万2,245円 9万2,472円 12万6,937円 5万599円 3万9,752円

8万2,272円 2万444円 5万9,784円 5万4,377円 8,873円

議会活動に

道路や河川の
　　　　　整備事業に

全般的な事務に 福祉の充実に

学校教育や社会教育の
充実に

保健活動や清掃に

町債の償還に

農林業の振興に

商工費・労働費・予備
費に

議　会　費議　会　費

土　木　費土　木　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

公　債　費

衛　生　費

公　債　費

農林水産業費農林水産業費

そ　の　他そ　の　他

※町民一人あたりの金額は、平成23年2月末人口6,324人で単純に割ったものです。

歳　入
30億4,700万円

歳　出
30億4,700万円

・防衛施設障害防止対策受託事業（成松川砂防工）…… 22,300 万円
・特別養護老人ホーム増築・増床助成事業 …………… 12,000 万円
・下水道事業（特別会計繰出金）………………………… 9,400 万円
・文化センター太陽光発電システム設置事業　………… 5,800 万円
・地域おこし推進事業（地域おこし協力隊設置事業）… 1,300 万円
・多目的広場整備事業   …………………………………… 1,300 万円
・高校生の入院医療費無料化事業   ………………………… 100 万円

54万7,755円

町債 1億3,588万円（4.5％）

県支出金 2億2,173万円
　　　　　　　　　　（7.3％）

自主　　　23.5％(町が自主的に徴収、又は収納できる財源）

依存財源　76.5％(国や県から交付されたり割り当てられたりする財源）

地方交付税
 13億2,000万円
　　　　　（43.3％）

国庫支出金
　1億9,931万円
　　　　　　（6.5％）

議会費 6,359万円（2.1％）

総務費
 4億8,221万円
    　　　（15.8％）

民生費
 6億728万円
　　　（19.9％）

衛生費
2億9,578万円
　　  （9.7％）

    ・労働費    301万円（0.1％）
  ・商工費 3,641万円（1.2％）

土木費
 3億1,649万円
        （10.4％）

消防費
　1億3,162万円
　　     　（4.3％）

公債費
　4億1,285万円
         　 （13.5％）

教育費
  3億9,178万円
        （12.9％）

 町税
  5億8,262万円
   　　　 （19.1％）

予備費 820万円（0.3％）

繰入金 2万円（0.1％）
財産収入 3,289万円（1.1％）

使用料及び手数料 6,561万円（2.1％）
分担金及び負担金 1,398万円（0.4％）

地方消費税ほか交付金 1億5,015万円（4.3％）
　地方譲与税 7,500万円（2.2％）
　　　　　　　　諸収入 1億337万円（3.0％）
　　　　　　　　　　　寄附金 2万円（0％）
　　　　　　　　　　　繰入金 6,000万円（1.7％）
　　　　　　　　　　　　財産収入 3,454万円（1.0％）
　　　　　　　　　　　　　使用料及び手数料 6,387万円（1.8％）
　　　　　　　　　　　　　分担金及び負担金 1,458万円（0.4％）

34億6,400万円の使い道

災害復旧費 0万円（0.0％）

平成23年度

　

平
成
23
年
度
予
算
が
奈
義

町
議
会
3
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
昨
年

12
月
に
定
め
た
予
算
編
成
方

針
並
び
に
国
の
地
方
財
政
計

画
の
内
容
、
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
、
そ
し
て
奈
義
町
過

疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
等
を
踏
ま
え
て
、
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
34
億

６
千
４
百
万
円
で
前
年
度
比

約
1
3
・
０
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
防
衛
施

設
障
害
防
止
対
策
受
託
事
業

（
成
松
川
砂
防
）
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
な
ぎ
み
苑
」

の
増
床
・
増
改
築
の
補
助
金

な
ど
の
歳
出
増
が
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
今
年
度
の
予
算
の

内
容
に
つ
い
て
、
一
般
会
計

を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　農林
　 水産業費
2億9,778万円
　　　　（9.8％）

■平成23年度予算編成から見る主な事業

歳　入 歳　出

町債 2億540万円（5.9％）

地方交付税
 15億900万円
　　　（43.6％）

県支出金 1億8,390万円（5.3％）

町税
5億3,760万円
   　　 （15.5％）

議会費 7,744万円（2.1％）

総務費
5億8,479万円
    　（16.9％）

民生費
 8億275万円
　　  　（23.2％）

 　　　3億1,999万円衛生費　　　   （9.2％）

消防費 1億2,929万円（3.7％）
労働費 301万円（0.1％）
予備費 777万円（0.2％）

商工費
4,534万円
　　　  （1.3％）

土木費
　　　5億2,029万円
       　　　　 （15.0％）

公債費
3億4,388万円
           （9.9％）

教育費
  3億7,807万円
       　  （10.9％）

総額 34億6,400万円

　国庫支出金
 5億2,657万円
　　　 （15.2％）消防防災や

防災行政無線
設備管理に

農林水産業費 2億5,139万円
　　　  （7.3％）

5



勲 章 受 章

　３月10日、森忠夫さん（明治44年３月10日生）が100歳を迎えられ、誕
生日に長寿を祝いました。当日は、花房町長や美作県民局職員らが訪問
し、お祝い状や記念品が贈られました。奈義町の男性の中で最高齢であ
る森さんは、昭和10年に医師免許を取得後、88歳の米寿になられても往
診をされるほど仕事一筋で、俳句や習字など趣味も多彩に持たれている
そうです。気持ちが常に明るく、感謝を忘れない森さんの長寿の秘訣は、
好き嫌いせずに食事を召し上がることとお話しをいただきました。

　３月13日、岡山市の山陽新聞さん太ホールで、第35回山陽新聞桃太郎賞表彰式が
開催され、奈義町FOS少年団連盟が受賞しました。
　この表彰は、地域や学校で頑張っている県内の小学生の団体・グループを表彰し、
心豊な成長を応援することを目的に行われています。
　表彰式には、受賞団体・関係者など約500名が出席し、受賞した15団体に表彰状
と楯が贈られ、奈義町FOS少年団盟からは藤田廉君(豊沢団)が代表で受賞しました。
また、それぞれの活動発表では、安藤実君(荒内西団)、遠藤友志朗君(滝本団)が登壇
し、ジャンボリー大会や清掃活動等について発表を行いました。
　奈義町FOS少年団連盟は結成45周年を迎える長い歴史を持った団体です。毎年ジ
ャンボリー大会や各地区内の清掃活動など、｢友情・秩序・奉仕」の精神で活動し
ており、奈義町の青少年健全育成に大きく貢献しています。

瑞
宝
双
光
章

　

井
戸
元
雄
さ
ん（
荒
内
西
）

　

高
齢
者
叙
勲
で
、
井
戸
元
雄
さ
ん

（
荒
内
西
・
88
歳
）
が
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
戸
さ
ん
は
、
昭
和
17
年
３
月
に

岡
山
県
師
範
学
校
本
科
２
部
を
卒
業

後
、
勝
田
郡
豊
並
小
学
校
を
皮
切
り

に
教
育
界
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
、

戦
時
中
、
戦
後
の
混
乱
期
の
中
で
教

育
現
場
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
奈
義
中
学
校
、
北
吉
野

小
学
校
な
ど
の
教
壇
に
立
た
れ
、
そ

し
て
、
昭
和
35
年
に
奈
義
小
学
校
教

頭
、
昭
和
43
年
に
は
45
歳
と
い
う
若

さ
で
、
新
庄
中
学
校
校
長
に
就
任
し
、

昭
和
58
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
41
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
教
職
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
長
と
し
て
の
長
期
勤

務
経
験
か
ら
校
長
会
の
指
導
者
と
し

て
、
ま
た
学
校
経
営
の
激
動
す
る
教

育
界
の
正
常
化
の
た
め
指
導
に
専
念

さ
れ
ま
し
た
。

まちづくりの柱 Ⅰ

まちづくりの柱 Ⅱ まちづくりの柱 Ⅲ

100歳おめでとうございます 上町川・森忠夫さん

第35回山陽新聞桃太郎賞受賞 奈義町ＦＯＳ少年団連盟

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
　

４
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時
ま
で
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●補助対象者
　この補助金は、新エネルギーの普及と環境に関する町民の意識向上を図り、そして地球温暖化対策を推進す
ることを目的とするもので、次の要件全てに該当する方が補助対象になります。
　①奈義町内に居住する方（奈義町に住所を有する方）又はその予定の方
　②自ら所有する住宅に太陽光発電システムを設置する方、又はシステムが設置された建売住宅を購入する方
　③電力会社と電気の需給契約を締結している方、又は締結する予定の方
　④市町村税、国民健康保険税、介護保険料及び後期高齢者医療保険料等を世帯員全員が滞納していないこと
●補助金額
　設置する太陽電池モジュールの最大出力の合計値に３万円を乗じて得た額。
　但し、上限を12万円とします。
●受付期間
　平成23年4月1日㈮ ～ 5月31日㈫
 　午前8時30分から午後5時15分（※土、日、祝日を除く）
●受付・問い合わせ先　役場 総務課 企画財政係　☎36-4126

　奈義町まちづくり総合計画は、まちづくりの最も上位に位置づけられる計画です。今回の計画は、平成17年度
に策定した「奈義町まちづくり総合計画」の後期計画として策定されたものです。策定については、社会経済潮
流、国勢調査等による人口動向、町民の方々から寄せられたアンケート調査、町の魅力や地域特性などの分析結
果をもとに、町や町民にとって最も大切なことや重点的に取り組むことなどを、15人のまちづくり策定委員が数
回にわたり協議し、｢奈義町まちづくり提言書」を提出。また、まちづくり策定委員と行政職員で構成するまち
づくり策定幹事会で検討した後、意見交換を経て策定した計画（案）が３月定例会で可決されました。

住宅用太陽光発電システム設置補助金申請の受付が始まります！

奈義町まちづくり総合計画ができました！
「協働」「雇用創出」「若者定住」「産業振興」「安全で安心なまちづくり」「郷土愛」

今後の奈義町のまちづくりキーワードは

やさしさと安らぎに満ちたまちづくり
　私たち一人ひとりが地域社会の構成員として、「自
らの安全は自ら守る。」「地域の安全は地域で守る。」
との意識を持ち、身近なところからその危険に気付
き、備えるなどの取り組みについて、町、地区、町民、
事業者、地域活動団体等が、相互に意見を交換し、
合意し、信頼しあいながら連携し、協力するまちづ
くりを目指します。

　　　　　個性的で活力に溢れるまちづくり
　若者の定住や都市部等からの定住を促進するための生活環境の整
備や産業の振興による経済基盤の確立や豊かな資源を最大限活用し、
農畜産物の新たな展開や都市部との交流により、地域活性化に資す
る事業を総合的に推進するまちづくりを目指します。

家族愛・郷土愛と
心豊かな人を育むまちづくり

　子ども達の郷土愛を育てるためには、地域教育力、
地域子育て力、家庭子育て力を高めることが重要で
あり、また地域への関心力を高め、自然・文化・芸
術などが次世代に受け継がれていく人づくりと地域
づくりを目指します。

郷土愛と地域力が溢れる町
～町民一人ひとりが自信と誇りをもてる町～
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勲 章 受 章

　３月10日、森忠夫さん（明治44年３月10日生）が100歳を迎えられ、誕
生日に長寿を祝いました。当日は、花房町長や美作県民局職員らが訪問
し、お祝い状や記念品が贈られました。奈義町の男性の中で最高齢であ
る森さんは、昭和10年に医師免許を取得後、88歳の米寿になられても往
診をされるほど仕事一筋で、俳句や習字など趣味も多彩に持たれている
そうです。気持ちが常に明るく、感謝を忘れない森さんの長寿の秘訣は、
好き嫌いせずに食事を召し上がることとお話しをいただきました。

　３月13日、岡山市の山陽新聞さん太ホールで、第35回山陽新聞桃太郎賞表彰式が
開催され、奈義町FOS少年団連盟が受賞しました。
　この表彰は、地域や学校で頑張っている県内の小学生の団体・グループを表彰し、
心豊な成長を応援することを目的に行われています。
　表彰式には、受賞団体・関係者など約500名が出席し、受賞した15団体に表彰状
と楯が贈られ、奈義町FOS少年団盟からは藤田廉君(豊沢団)が代表で受賞しました。
また、それぞれの活動発表では、安藤実君(荒内西団)、遠藤友志朗君(滝本団)が登壇
し、ジャンボリー大会や清掃活動等について発表を行いました。
　奈義町FOS少年団連盟は結成45周年を迎える長い歴史を持った団体です。毎年ジ
ャンボリー大会や各地区内の清掃活動など、｢友情・秩序・奉仕」の精神で活動し
ており、奈義町の青少年健全育成に大きく貢献しています。
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100歳おめでとうございます 上町川・森忠夫さん
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●補助対象者
　この補助金は、新エネルギーの普及と環境に関する町民の意識向上を図り、そして地球温暖化対策を推進す
ることを目的とするもので、次の要件全てに該当する方が補助対象になります。
　①奈義町内に居住する方（奈義町に住所を有する方）又はその予定の方
　②自ら所有する住宅に太陽光発電システムを設置する方、又はシステムが設置された建売住宅を購入する方
　③電力会社と電気の需給契約を締結している方、又は締結する予定の方
　④市町村税、国民健康保険税、介護保険料及び後期高齢者医療保険料等を世帯員全員が滞納していないこと
●補助金額
　設置する太陽電池モジュールの最大出力の合計値に３万円を乗じて得た額。
　但し、上限を12万円とします。
●受付期間
　平成23年4月1日㈮ ～ 5月31日㈫
 　午前8時30分から午後5時15分（※土、日、祝日を除く）
●受付・問い合わせ先　役場 総務課 企画財政係　☎36-4126

　奈義町まちづくり総合計画は、まちづくりの最も上位に位置づけられる計画です。今回の計画は、平成17年度
に策定した「奈義町まちづくり総合計画」の後期計画として策定されたものです。策定については、社会経済潮
流、国勢調査等による人口動向、町民の方々から寄せられたアンケート調査、町の魅力や地域特性などの分析結
果をもとに、町や町民にとって最も大切なことや重点的に取り組むことなどを、15人のまちづくり策定委員が数
回にわたり協議し、｢奈義町まちづくり提言書」を提出。また、まちづくり策定委員と行政職員で構成するまち
づくり策定幹事会で検討した後、意見交換を経て策定した計画（案）が３月定例会で可決されました。

住宅用太陽光発電システム設置補助金申請の受付が始まります！

奈義町まちづくり総合計画ができました！
「協働」「雇用創出」「若者定住」「産業振興」「安全で安心なまちづくり」「郷土愛」

今後の奈義町のまちづくりキーワードは

やさしさと安らぎに満ちたまちづくり
　私たち一人ひとりが地域社会の構成員として、「自
らの安全は自ら守る。」「地域の安全は地域で守る。」
との意識を持ち、身近なところからその危険に気付
き、備えるなどの取り組みについて、町、地区、町民、
事業者、地域活動団体等が、相互に意見を交換し、
合意し、信頼しあいながら連携し、協力するまちづ
くりを目指します。

　　　　　個性的で活力に溢れるまちづくり
　若者の定住や都市部等からの定住を促進するための生活環境の整
備や産業の振興による経済基盤の確立や豊かな資源を最大限活用し、
農畜産物の新たな展開や都市部との交流により、地域活性化に資す
る事業を総合的に推進するまちづくりを目指します。

家族愛・郷土愛と
心豊かな人を育むまちづくり

　子ども達の郷土愛を育てるためには、地域教育力、
地域子育て力、家庭子育て力を高めることが重要で
あり、また地域への関心力を高め、自然・文化・芸
術などが次世代に受け継がれていく人づくりと地域
づくりを目指します。

郷土愛と地域力が溢れる町
～町民一人ひとりが自信と誇りをもてる町～
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全 町 一 斉 情 報

緊急（災害）情報

地 区 別 情 報

議 会 中 継 配 信

放送形式

定 時

臨 時

緊 急

随 時

定例会

備 考

一斉情報配信
　役場各課、関連施設などからの行政情報、各種行事開催案内、お梅み
情報ほか
※防災行政無線で放送する朝、夜の定時放送の内容を音声、文字、画像
で一斉配信します。何度でも繰り返し再生できるため、聞き逃すこと
がありません。

一斉情報配信
　役場各課、関連施設などからの臨時のお知らせなど

緊急（災害）一斉情報配信　防災行政無線屋外スピーカーでも放送
　町・消防からの災害情報、防災情報、避難勧告、ほか緊急に周知する
必要がある情報

役場各課、関連施設、地区などからの各種行事開催案内などについて地
区ごとのお知らせなど

議会定例会、議員一般質問の様子を議場から音声と映像配信します。
※̶斉配信ではありません。多機能情報端末機画面の議会中継ボタンを
押してご覧ください。

放 送 区 分

　４月から各家庭、事業所に設置させていただいた多機能情報端末機の運用が開始しました。多機能情報端末

機の運用形態は次のとおりです。

その他の機能について

　・奈義町ホームページが無料でご覧になれます。表示は簡易Web版になります。
　　　※多機能情報端末機の画面にある奈義町ホームぺージボタンを押してご覧ください。

　・テレビ電話（有料）簡単で高画質なテレビ電話を利用できます。
　　　※全国どこでも3分15.75円（音声通話の場合は3分8.4円です｡）

多機能情報端末機同士のほか、FOMA、IPテレビ電話機、パソコン（パソコンの場合はWebカメラ、

ヘッドセット、ひかりソフトホンが必要です｡）でテレビ電話ができます。

ご注意！
多機能情報端末機の電話機能は、テレビ電話発信が優先になっています。

音声通話のみをご利用の場合は、0000（ゼロを４回）の後に、通話先の電話番号を押して発信すれば、
音声だけの通話になります。

随時受付中！
　光ファイバーの引き込みや宅内機器の取り付けの申し込みは随時受け付けています。多機能情報端末機は

無料で貸与しますが、工事費とともに初期設定費用等の負担金が必要となります。

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111
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　サービス開始

行政・住民情報提供（情報配信）
サービスの運用が始まりました。
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ヘッドセット、ひかりソフトホンが必要です｡）でテレビ電話ができます。

ご注意！
多機能情報端末機の電話機能は、テレビ電話発信が優先になっています。

音声通話のみをご利用の場合は、0000（ゼロを４回）の後に、通話先の電話番号を押して発信すれば、
音声だけの通話になります。

随時受付中！
　光ファイバーの引き込みや宅内機器の取り付けの申し込みは随時受け付けています。多機能情報端末機は

無料で貸与しますが、工事費とともに初期設定費用等の負担金が必要となります。

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

〜
地
域
社
会
の
教
育
力
を
学
校
へ
〜

〜
で
き
る
と
き
に
、で
き
る
こ
と
を
、で
き
る
人
が
支
援
す
る
〜

　サービス開始

行政・住民情報提供（情報配信）
サービスの運用が始まりました。
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末
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暢
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総
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総
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課
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森
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文
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産
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振
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課
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金
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知
巳
（
生
涯
学
習
課
）
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井
戸　

和
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出
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飯
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陽
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教
育
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主
事
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学
習
課
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長　
　

高
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清
之
（
総
務
課
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京
子
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産
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振
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課
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長
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岸
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和
明
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会
事
務
局

⃝
局　
　

長　
　

井
戸　

美
治
（
総
務
課
）

選
挙
管
理
委
員
会

　

局　
　

長
（兼）　

森
藤　

文
典

退　

職　
（
３
月
31
日
付
）

　

次　
　

長
（兼）　

金
田　

知
巳

農
業
委
員
会

　

局　
　

長
（兼）　

奥　
　

正
親

　

書　
　

記
（兼）　

小
坂　

隆
広

㈳
社
会
福
祉
協
議
会

　

主　
　

任　
　

國
富　

晋
作
（
産
業
振
興
課
）

　

奈
義
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間

性
、健
康
・
体
力
の「
知
・
徳
・
体
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る

力
を
育
む
た
め
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
相
互
に
連
携
協
力
し
た
、

「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育

て
る
体
制
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
21

年
度
か
ら
小
学
校
を
対
象
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
よ

る
学
校
支
援
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
活

動
実
績
は
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
者
数
は
64
名
で
、
支
援

回
数
は
１
７
８
回
、
延
べ
支
援

者
数
５
０
９
人
と
な
っ
て
お
り
、

先
般
、
教
職
員
・
保
護
者
を
対

象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、 

84
・
２
％
の
方
々
か
ら「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
っ
て

い
る
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
成
果
等
を
踏
ま
え
、

「
奈
義
町
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
と
し
て
、
幼
稚
園
・
中

学
校
に
も
対
象
範
囲
を
広
げ
、

幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
一
貫

し
た
支
援
活
動
を
展
開
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。教

育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
に
つ
い
て

教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

　

地
域
の
方
々
や
保
護
者
等
に

学
習
活
動
の
支
援
者
と
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
よ
り
充
実

し
た
教
育
活
動
を
目
指
す
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
資
格

や
免
許
は
必
要
な
く
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
申
込
先　
奈
義
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
（
奈
義
町
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）

●
申
込
期
限　
事
業
の
都
合
上
、

一
次
締
め
切
り
を
４
月
21
日

㈭
と
し
ま
す
が
、
随
時
の
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。

●
支
援
内
容　
今
月
号
広
報
な

ぎ
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　
申
し
込
み
時
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
票
の
記

入
・
事
業
説
明
・
写
真
撮
影

を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習

課
☎
36
︲
３
０
３
４
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まちの話題まちの話題

一 般 男 子
一 般 女 子
中 学 生 男 子
中 学 生 女 子

ダ ブ ル ス

優 勝
浅　野　一　夫
永　幡　泰　子
有　元　貴　洋
野々上　奈　穂
有　元　貴　洋
鷲　田　伸　吾

準 優 勝
守 安 　 翼
鷹　取　勢津子
定　森　悠　介
粟　井　麻　希
浅　野　一　夫
永　幡　泰　子

第 ３ 位
井 上 　 将
芦　田　幸　子
井　上　裕　也
頼　實　千　乃
守 安 　 翼
鷹　取　勢津子

部 門

●問い合わせ先　役場 建設上下水道課　☎36-4113

町
民
皆
様
か
ら
の
支
援
物
資
・

　
　
　
　
　
　

義
援
金
を
被
災
地
へ
！

～本部一号車（豊沢配備）、 第三分団第五部（関本）優勝～

東日本大地震

い な せ が わ せ い ぞ ろ い の ば け い

せいこいびきゃくやまとおうらい に の く ち む ら の だ ん

　３月20日、総合運動公園多目的広場で第43回奈義町消防操法訓練大会が行われました。
　本大会は、自動車ポンプの部２チーム、小型ポンプの部１１チームが出場し、出場した選手らは、これまでの訓練成
果を遺憾なく発揮され、迅速かつ正確な消火操作を披露しました。そして、４月17日に奈義町で開かれる郡大会の出場
権を獲得したのは、自動車ポンプの部に本部一号車、小型ポンプの部に第三分団第五部、第二分団第四部となりました。
【成　績】（敬称略）
　■自動車ポンプの部
　　優　勝　本部一号車（豊沢配備）
　■小型ポンプの部
　　優　勝　第三分団第五部（関本）
　　準優勝　第二分団第四部（豊沢）
　　第３位　第一分団第四部（中島西）
　　第４位　第三分団第四部（高円）
　　第５位　第一分団第二部（上町川）
　◆消防庁長官表彰　　永年勤続功労章　本団　副団長　植月克明
　◆日本消防協会長表彰　　　　勤続章　第二分団第六部　団員　粟井邦義

奈義町消防操法訓練大会結果

横仙歌舞伎四季の公演「冬」開催 勝央文化ホール

▲第三分団第五部（関本）

▲本部一号車（豊沢配備）

　２月27日、勝央文化ホールで横仙歌舞伎四季の公
演「冬」が開催されました。
　当日はこども歌舞伎教室による「

べんてんむすめめおのしらなみ

弁天娘女男白浪
 稲瀬川勢揃いの場｣、横仙歌舞伎保存会による「傾
城恋飛脚大和往来　新ノ口村の段」が上演され、白
熱した演技に会場は多くの歓声や拍手で盛り上がり
ました。

　３月13日、Ｂ＆Ｇ海洋センターで平成22年度第２回町民卓球大会が開催されました。
　大会には一般の部、中学生の部あわせて25名が参加し、日頃の練習の成果を発揮され熱戦が繰り広げられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果は次のとおりです。（敬称略）

奈義町
   FOS少年団連盟親睦会
　２月26日、奈義町ＦＯＳ少年
団連盟親睦スポーツ大会が海洋
センターで開かれ、８チーム89
名がニュースポーツの「ドッチ
ビー」に挑戦しました。
　親睦会といえども選手の目は
真剣そのもので、コートの中は
大きな歓声に包まれていました。
　大会結果は次のとおりです。
優　勝　　荒内西チーム
準優勝　　滝本チーム
第３位　　豊沢チーム

第２回町民グラウンド・ゴルフ大会開催 ～奈義町体育協会主催～
　３月19日、総合運動公園グラウンド・ゴルフ場で、
体育協会主催の平成22年度第２回町民グラウンド・
ゴルフ大会が開催されました。参加者は日頃の練習
の成果を発揮され、熱戦が繰り広げられました。結
果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝　　富阪　徳一 
準優勝　　奥　　純一 
第３位　　延原　忠義 

平成22年度第２回町民卓球大会 ～奈義町体育協会主催～

　賃貸住宅は青年層の定住化を目的として、次のとおり入居者を募集します。

○入居者の資格 - 40歳未満の方で、結婚している方又は中学生以下の子が有る方。
　　　　　　　　 ※連帯保証人（奈義町内居住者に限る）が必要。
○申込み期間 - ４月１日㈮ ～ ４月28日㈭
　　　　　　　　 ※申込み用紙は、町が定める様式をご提出してください。また、申込書に必
　　　　　　　　 　要な添付書類があるため、窓口で相談してください。
○提　出　先 - 奈義町役場 建設上下水道課（奈義町豊沢306-1）
○入居者の決定 - 申込み期間終了後、町が定める方法で入居者を選考し、入居決定
　　　　　　　　後申込者へ結果を通知します。
○使 用 期 間 - 10年以内

名称◆ユースメゾン奈義　　　規模◆４戸
構造◆軽量鉄骨造　　　　　　階建◆２階建
・101号(1階）2LDK　延床面積57.20㎡ 月額家賃50,000円
・102号(1階）2LDK　延床面積59.33㎡ 月額家賃50,000円
・201号(2階）3LDK　延床面積79.69㎡ 月額家賃55,000円
・202号(2階）3LDK　延床面積77.07㎡ 月額家賃55,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 (駐車場使用料含む)
・敷金　家賃の３箇月分

町営賃貸住宅の入居者を募集します！

豊沢地
内に

『ユー
スメゾ

ン奈義
』が

 誕生！

人口増につながる新たな取り組み

　３月11日、午後２時46分頃、宮城県
沖を震源とするマグニチュード9.0の千
年に一度と呼ばれる大規模な地震が発生
しました。地震に伴い宮城県と岩手県で
は大津波が発生して町を襲い、また福島
県では原子力発電所の倒壊で放射性物質
が漏洩するなど、３月30日現在で、死者
が10,000人を超え、国内最大の地震と
なり、甚大な被害を及ぼしました。
　本町では、３月13日に東北地方太平洋
沖地震被災者支援対策本部を設置し、防
災行政無線で支援物資と義援金の呼びか
けを行い、役場のロビーで受付を行いま
した。支援物資は、３月15日までの受付
で、町民皆様から毛布やタオル、紙おむ
つなど多数の物資が役場へ持ち寄せられ
ました。また、義援金は、小・中学校や
東山工業会、町内事業所をはじめ、多く
の町民皆様から３月30日現在、約800万
円が持ち寄せられました。
　支援物資については、３月16日に、町
職員が美作県民局へ持ち込みを行い、そ
の後、被災地へ送られました。また、義
援金は、日本赤十字社を通じて被災地へ
送金されました。
　このたびの支援物資・義援金の受付に
あたっては、町民皆様のご協力を得て、
たくさんの支援物資・義援金を被災地へ
送ることができました。町民皆様の善意
に感謝します。

▲職員・議員に見送られて出発する支援物資を満載したトラック

▲町民皆様から持ち寄せられた数
　多くの支援物資

▲中学校の生徒会から義援金を受
　け取りました

▲役場ロビーで支援物資と義援金
　の受付を行いました

▲東山工業会から義援金を受け取
　りました
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　３月20日、総合運動公園多目的広場で第43回奈義町消防操法訓練大会が行われました。
　本大会は、自動車ポンプの部２チーム、小型ポンプの部１１チームが出場し、出場した選手らは、これまでの訓練成
果を遺憾なく発揮され、迅速かつ正確な消火操作を披露しました。そして、４月17日に奈義町で開かれる郡大会の出場
権を獲得したのは、自動車ポンプの部に本部一号車、小型ポンプの部に第三分団第五部、第二分団第四部となりました。
【成　績】（敬称略）
　■自動車ポンプの部
　　優　勝　本部一号車（豊沢配備）
　■小型ポンプの部
　　優　勝　第三分団第五部（関本）
　　準優勝　第二分団第四部（豊沢）
　　第３位　第一分団第四部（中島西）
　　第４位　第三分団第四部（高円）
　　第５位　第一分団第二部（上町川）
　◆消防庁長官表彰　　永年勤続功労章　本団　副団長　植月克明
　◆日本消防協会長表彰　　　　勤続章　第二分団第六部　団員　粟井邦義

奈義町消防操法訓練大会結果

横仙歌舞伎四季の公演「冬」開催 勝央文化ホール

▲第三分団第五部（関本）

▲本部一号車（豊沢配備）

　２月27日、勝央文化ホールで横仙歌舞伎四季の公
演「冬」が開催されました。
　当日はこども歌舞伎教室による「

べんてんむすめめおのしらなみ

弁天娘女男白浪
 稲瀬川勢揃いの場｣、横仙歌舞伎保存会による「傾
城恋飛脚大和往来　新ノ口村の段」が上演され、白
熱した演技に会場は多くの歓声や拍手で盛り上がり
ました。

　３月13日、Ｂ＆Ｇ海洋センターで平成22年度第２回町民卓球大会が開催されました。
　大会には一般の部、中学生の部あわせて25名が参加し、日頃の練習の成果を発揮され熱戦が繰り広げられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果は次のとおりです。（敬称略）

奈義町
   FOS少年団連盟親睦会
　２月26日、奈義町ＦＯＳ少年
団連盟親睦スポーツ大会が海洋
センターで開かれ、８チーム89
名がニュースポーツの「ドッチ
ビー」に挑戦しました。
　親睦会といえども選手の目は
真剣そのもので、コートの中は
大きな歓声に包まれていました。
　大会結果は次のとおりです。
優　勝　　荒内西チーム
準優勝　　滝本チーム
第３位　　豊沢チーム

第２回町民グラウンド・ゴルフ大会開催 ～奈義町体育協会主催～
　３月19日、総合運動公園グラウンド・ゴルフ場で、
体育協会主催の平成22年度第２回町民グラウンド・
ゴルフ大会が開催されました。参加者は日頃の練習
の成果を発揮され、熱戦が繰り広げられました。結
果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝　　富阪　徳一 
準優勝　　奥　　純一 
第３位　　延原　忠義 

平成22年度第２回町民卓球大会 ～奈義町体育協会主催～

　賃貸住宅は青年層の定住化を目的として、次のとおり入居者を募集します。

○入居者の資格 - 40歳未満の方で、結婚している方又は中学生以下の子が有る方。
　　　　　　　　 ※連帯保証人（奈義町内居住者に限る）が必要。
○申込み期間 - ４月１日㈮ ～ ４月28日㈭
　　　　　　　　 ※申込み用紙は、町が定める様式をご提出してください。また、申込書に必
　　　　　　　　 　要な添付書類があるため、窓口で相談してください。
○提　出　先 - 奈義町役場 建設上下水道課（奈義町豊沢306-1）
○入居者の決定 - 申込み期間終了後、町が定める方法で入居者を選考し、入居決定
　　　　　　　　後申込者へ結果を通知します。
○使 用 期 間 - 10年以内

名称◆ユースメゾン奈義　　　規模◆４戸
構造◆軽量鉄骨造　　　　　　階建◆２階建
・101号(1階）2LDK　延床面積57.20㎡ 月額家賃50,000円
・102号(1階）2LDK　延床面積59.33㎡ 月額家賃50,000円
・201号(2階）3LDK　延床面積79.69㎡ 月額家賃55,000円
・202号(2階）3LDK　延床面積77.07㎡ 月額家賃55,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 (駐車場使用料含む)
・敷金　家賃の３箇月分

町営賃貸住宅の入居者を募集します！

豊沢地
内に

『ユー
スメゾ

ン奈義
』が

 誕生！

人口増につながる新たな取り組み

　３月11日、午後２時46分頃、宮城県
沖を震源とするマグニチュード9.0の千
年に一度と呼ばれる大規模な地震が発生
しました。地震に伴い宮城県と岩手県で
は大津波が発生して町を襲い、また福島
県では原子力発電所の倒壊で放射性物質
が漏洩するなど、３月30日現在で、死者
が10,000人を超え、国内最大の地震と
なり、甚大な被害を及ぼしました。
　本町では、３月13日に東北地方太平洋
沖地震被災者支援対策本部を設置し、防
災行政無線で支援物資と義援金の呼びか
けを行い、役場のロビーで受付を行いま
した。支援物資は、３月15日までの受付
で、町民皆様から毛布やタオル、紙おむ
つなど多数の物資が役場へ持ち寄せられ
ました。また、義援金は、小・中学校や
東山工業会、町内事業所をはじめ、多く
の町民皆様から３月30日現在、約800万
円が持ち寄せられました。
　支援物資については、３月16日に、町
職員が美作県民局へ持ち込みを行い、そ
の後、被災地へ送られました。また、義
援金は、日本赤十字社を通じて被災地へ
送金されました。
　このたびの支援物資・義援金の受付に
あたっては、町民皆様のご協力を得て、
たくさんの支援物資・義援金を被災地へ
送ることができました。町民皆様の善意
に感謝します。

▲職員・議員に見送られて出発する支援物資を満載したトラック

▲町民皆様から持ち寄せられた数
　多くの支援物資

▲中学校の生徒会から義援金を受
　け取りました

▲役場ロビーで支援物資と義援金
　の受付を行いました

▲東山工業会から義援金を受け取
　りました
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美術館イベント

毎月納付（納付書による現金納付及び翌
月末振替の口座振替）
毎月振替【早割】（当月末振替の口座振替）
６ヶ月前納（現金納付）
１年前納（現金納付）

１ヶ月 分
保険料額

15,020円

14,970円
̶
̶

割引額

―

50円
―
―

６ヶ月 分
保険料額

90,120円

89,820円
89,390円
̶

割引額

―

300円
730円
―

１年 度 分
保険料額

180,240円

179,640円
178,780円
177,040円

割引額

―

600円
1,460円
3,200円

平　成　23　年　度

平成23年度　国民年金保険料　納入額早見表（現金納付・口座振替比較)

基 本 料
従量料金

追加料金

108ℓまで
36ℓごと

50mを超え
る場合

旧料金
840円
280円

840円

新料金
924円
308円

924円

　４月１日から、し尿処理料金が次のとお
り改定されます。

し尿処理料金が改定されます！

なお、下水道が供用開始されて３年以内の区域は
現行の料金とします。
●問い合わせ先　保健相談センター☎36-6700

菜の花まつり開催！！

那岐山安全祈願祭 那岐登山ふれあい大会参加者募集

ふるさと特産便募集
長寿大学生募集‼

横仙歌舞伎四季の公演「春｣

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

●期　間

　　4月29日(金・祝)～5月22日(日)
　　午前9時30分～午後5時 （入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　※４月30日㈯開館、５月６日㈮休館
●会　場
　　奈義町現代美術館

上 西 竜 二  展
～ 真 実 ～

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.25　    上西竜二（画家）
◇日時　４月29日（金・祝）　午後2時30分～4時
◇場所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇料金　チケット制 500円(飲み物・お菓子付／入館料別途必要）
◇作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思い
　をお話します。

■関連企画

（平成22年度）　　

15,100円
（法定額は14,980円）

（平成23年度）　　

15,020円
（法定額は15,260円）

国民年金保険料（月額）

●日　時　4月16日㈯～17日㈰
　　　　　午前10時30分～（両日）小雨決行

●場　所　中島西地内 果樹園
●内　容　模擬売店（里芋入りお好み焼き、横仙手打ちそば他多数出店）

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

●日　時　4月20日㈬
　　　　　　　　　　午前10時～

●場　所　那岐山登山道入口
　　　　　　　　　　第１駐車場
　春からの登山シーズンを前に、那岐
山の山開きとなる安全祈願祭を行い、
登山者の安全を祈願します。

●問い合わせ先　奈義町観光案内所
　　　　　　　　☎36-7311

●日　　時　4月29日（金・祝）
　　　　　　午前８時～９時の受付
　　　　　　（荒天時は５月１日㈰）
●集合場所　那岐山馬天嶺入口付近
●参 加 費　500円（保険代等）
●山頂イベント　記念撮影、じゃんけん大会、クイズ他
　標高1,255mの山頂を目指して、毎回大勢の登山ファンで新緑の那岐
山は賑わいます。山頂では鳥取県智頭町との合同イベントも行います。
ご家族お友達と春の一日を満喫してください。

●申し込み・問い合わせ先　奈義町観光案内所　☎36-7311

　町内の農産物、加工品等の特産品を
詰め合わせた「ふるさと特産便」を募
集しています。
　旬の野菜をはじめ、梅みそ、メロン、ニューピオーネ、新米コシヒカリ、
手作りこんにゃくなど、旬のものを厳選し全国へ発送します。
　贈答品、またご家庭用としてご利用ください。

●内　　容　特産品の詰め合わせ　年４回コース（７,９,10,12月）15,000円
　　　　　　お中元・お歳暮　　　年２回コース（７,12月）　 10,000円
　　　　　　お歳暮　　　　　　　年１回コース（12月）　　　6,000円
●締め切り　平成23年６月３日㈮
●申し込み・問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　文化センターでは、町内在住の満65
歳以上の方を対象に長寿大学を開講し
ています。
　講座は年間10回で、日常生活や健康
づくりに役立つ講演会や体験学習、研
修旅行など、様々な内容を予定してい
ます。
　ご近所の方、ご友人をお誘いいただ
き、どうぞお気軽にご参加ください。
　参加を希望される方は、会費3,000
円を添えて、４月７日㈭までに、文化
センターへお申し込みください。

●問い合わせ先　奈義町文化センター
　　　　　　　　☎36-3034

●日　時　4月29日(金・祝）午後１時～午後３時
●場　所　中島東地区 松神神社歌舞伎舞台
●演　目　泣笑孝行鏡（横仙歌舞伎保存会）
　　　　　御所桜堀川夜討 弁慶上使（松神会）
●主　催　横仙歌舞伎保存会
●後　援　奈義町・奈義町教育委員会・松神会・中島東地区
●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

第２回「Ｉ氏賞」奨励賞受賞作家である画家、上西
竜二氏による新作を含んだ作品展です。あたかも写
真と見間違えるほどの質感、カメラを超越したよう
な人間の眼に近い現実感と立体感を持った技巧表現
の作品です。

■第16回淡雪会日本画作品展〈無料〉4月9日土～24日日
　県北を代表する日本画家・頭士深雪氏に師事される津山、奈義、勝央在住の日本画愛好者の
　グループ展です。

■奈義町現代美術館開館記念無料開放  4月24日日
　美術館開館日を記念して全館無料開放します。

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811

平成23年度の国民年金保険料について
　平成22年度の保険料額については､平成20年の物価上昇の影
響により、実際の保険料額が法定額より高く設定されていまし
たが、平成23年度の実際の保険料額は、平成21年度の物価の下
落（マイナス1.4％）等により、法定額より低く設定されるこ
ととなり、前年度に比べて80円引き下げることとなりました。
●問い合わせ先　津山年金事務所　☎31-2360

今年も中島西の果樹園で菜の花まつりを開催します。今年は２日間にわたって開催しますので、ご家族、お友達
お誘い合わせのうえ、満開の菜の花畑にご来場ください。

◆年金相談　日　時：４月７日㈭ 午前10時～午後３時／場所：美作市民センター（市役所の隣）
　　　　　　相談員：津山年金事務所職員
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美術館イベント

毎月納付（納付書による現金納付及び翌
月末振替の口座振替）
毎月振替【早割】（当月末振替の口座振替）
６ヶ月前納（現金納付）
１年前納（現金納付）

１ヶ月 分
保険料額

15,020円

14,970円
̶
̶

割引額

―

50円
―
―

６ヶ月 分
保険料額

90,120円

89,820円
89,390円
̶

割引額

―

300円
730円
―

１年 度 分
保険料額

180,240円

179,640円
178,780円
177,040円

割引額

―

600円
1,460円
3,200円

平　成　23　年　度

平成23年度　国民年金保険料　納入額早見表（現金納付・口座振替比較)

基 本 料
従量料金

追加料金

108ℓまで
36ℓごと

50mを超え
る場合

旧料金
840円
280円

840円

新料金
924円
308円

924円

　４月１日から、し尿処理料金が次のとお
り改定されます。

し尿処理料金が改定されます！

なお、下水道が供用開始されて３年以内の区域は
現行の料金とします。
●問い合わせ先　保健相談センター☎36-6700

菜の花まつり開催！！

那岐山安全祈願祭 那岐登山ふれあい大会参加者募集

ふるさと特産便募集
長寿大学生募集‼

横仙歌舞伎四季の公演「春｣

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855　e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp

●期　間

　　4月29日(金・祝)～5月22日(日)
　　午前9時30分～午後5時 （入館は4時30分まで）
　　■休 館 日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　※４月30日㈯開館、５月６日㈮休館
●会　場
　　奈義町現代美術館

上 西 竜 二  展
～ 真 実 ～

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.25　    上西竜二（画家）
◇日時　４月29日（金・祝）　午後2時30分～4時
◇場所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇料金　チケット制 500円(飲み物・お菓子付／入館料別途必要）
◇作家が参加者とお茶を飲みながら活動の様子や作品への思い
　をお話します。

■関連企画

（平成22年度）　　

15,100円
（法定額は14,980円）

（平成23年度）　　

15,020円
（法定額は15,260円）

国民年金保険料（月額）

●日　時　4月16日㈯～17日㈰
　　　　　午前10時30分～（両日）小雨決行

●場　所　中島西地内 果樹園
●内　容　模擬売店（里芋入りお好み焼き、横仙手打ちそば他多数出店）

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

●日　時　4月20日㈬
　　　　　　　　　　午前10時～

●場　所　那岐山登山道入口
　　　　　　　　　　第１駐車場
　春からの登山シーズンを前に、那岐
山の山開きとなる安全祈願祭を行い、
登山者の安全を祈願します。

●問い合わせ先　奈義町観光案内所
　　　　　　　　☎36-7311

●日　　時　4月29日（金・祝）
　　　　　　午前８時～９時の受付
　　　　　　（荒天時は５月１日㈰）
●集合場所　那岐山馬天嶺入口付近
●参 加 費　500円（保険代等）
●山頂イベント　記念撮影、じゃんけん大会、クイズ他
　標高1,255mの山頂を目指して、毎回大勢の登山ファンで新緑の那岐
山は賑わいます。山頂では鳥取県智頭町との合同イベントも行います。
ご家族お友達と春の一日を満喫してください。

●申し込み・問い合わせ先　奈義町観光案内所　☎36-7311

　町内の農産物、加工品等の特産品を
詰め合わせた「ふるさと特産便」を募
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　旬の野菜をはじめ、梅みそ、メロン、ニューピオーネ、新米コシヒカリ、
手作りこんにゃくなど、旬のものを厳選し全国へ発送します。
　贈答品、またご家庭用としてご利用ください。

●内　　容　特産品の詰め合わせ　年４回コース（７,９,10,12月）15,000円
　　　　　　お中元・お歳暮　　　年２回コース（７,12月）　 10,000円
　　　　　　お歳暮　　　　　　　年１回コース（12月）　　　6,000円
●締め切り　平成23年６月３日㈮
●申し込み・問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

　文化センターでは、町内在住の満65
歳以上の方を対象に長寿大学を開講し
ています。
　講座は年間10回で、日常生活や健康
づくりに役立つ講演会や体験学習、研
修旅行など、様々な内容を予定してい
ます。
　ご近所の方、ご友人をお誘いいただ
き、どうぞお気軽にご参加ください。
　参加を希望される方は、会費3,000
円を添えて、４月７日㈭までに、文化
センターへお申し込みください。
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　　　　　　　　☎36-3034

●日　時　4月29日(金・祝）午後１時～午後３時
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●演　目　泣笑孝行鏡（横仙歌舞伎保存会）
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●主　催　横仙歌舞伎保存会
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第２回「Ｉ氏賞」奨励賞受賞作家である画家、上西
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真と見間違えるほどの質感、カメラを超越したよう
な人間の眼に近い現実感と立体感を持った技巧表現
の作品です。

■第16回淡雪会日本画作品展〈無料〉4月9日土～24日日
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　美術館開館日を記念して全館無料開放します。

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811

平成23年度の国民年金保険料について
　平成22年度の保険料額については､平成20年の物価上昇の影
響により、実際の保険料額が法定額より高く設定されていまし
たが、平成23年度の実際の保険料額は、平成21年度の物価の下
落（マイナス1.4％）等により、法定額より低く設定されるこ
ととなり、前年度に比べて80円引き下げることとなりました。
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今年も中島西の果樹園で菜の花まつりを開催します。今年は２日間にわたって開催しますので、ご家族、お友達
お誘い合わせのうえ、満開の菜の花畑にご来場ください。

◆年金相談　日　時：４月７日㈭ 午前10時～午後３時／場所：美作市民センター（市役所の隣）
　　　　　　相談員：津山年金事務所職員
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幼　稚　園

奈義保育園

4月24日
（日）

西原コミュニティハウス
保 健 相 談 セ ン タ ー

宮 内 竹 ノ 下 集 荷 場
成松コミュニティハウス
高 円 野 公 会 堂
高 円 山 口 公 民 館
行方コミュニティハウス
関本コミュニティハウス
や ま び こ 荘
馬 桑 公 民 館
小 坂 公 民 館
皆 木 上 の 大 橋 広 場
皆 木 ま ん さ く の 館

12:00～12:10
13:30～13:50

  9:00～  9:10
  9:15～  9:25
  9:30～  9:45
  9:50～10:05
10:10～10:25
10:30～10:40
10:45～10:55
11:00～11:10
11:15～11:25
11:30～11:40
11:45～11:55

4月23日
（土）

上町川コミュニティハウス
滝 本 集 会 所
滝 本 代 官 塚 前 広 場
荒内西コミュニティハウス
中島西コミュニティハウス
中島東コミュニティハウス
柿 畝 公 会 堂
柿 沢 田 池 前 広 場
広 岡 東 公 会 堂
広 岡 西 公 会 堂
保 健 相 談 セ ン タ ー

  9:00～  9:15
  9:20～  9:40
  9:45～  9:55
10:00～10:15
10:20～10:35
10:40～10:55
11:00～11:15
11:20～11:30
11:35～11:45
11:50～12:00
13:30～13:50

会　　　　場 時　　間月　日
狂犬病予防集合注射会場及び時間

　犬の登録は犬の一生に一度ですが、狂犬病予防注射は
毎年受けなければなりません。飼い主の方は、下記の狂
犬病予防集合注射会場か、個別に動物病院で注射を受け
てください。

対　　象　　生後91日以上の犬（平成７年以降に登録
をしている犬は、登録は不要です）

料　　金　　新規登録と注射の場合　　　　　5,800円
　　　　　　注射のみの場合　　　　　　　　2,800円
　　　　　　※いずれも予防注射済票交付手数料（550

円）を含みます。

※飼い犬の死亡や譲渡、飼い主の住所変更があった場合
は必ずご連絡ください。
　また、この集合注射とは別に動物病院等で予防注射を
受けられた方は保健相談センターで予防注射済票の交
付を受けてください。(この際に、注射済証と交付手
数料550円が必要です)。
●お問い合わせ先　保健相談センター☎36-6700

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～
幼　稚　園

奈義保育園

　栄養委員会では３月２日につどいの広場
ちゅくしんぼにおいて料理教室を開催しま
した。参加者は１歳～４歳までの子どもた
ちで、栄養委員指導のもとおひなさまずし
とフルーツどら焼を作りました。
　料理をするのが初めてという子どもが多
く、興味津々で実習ができました。参加者
は落ち着いた雰囲気の中、料理に集中でき
「とても参考になりました。家でもぜひ作
ってみたい｡」｢これからは今回のように子
どもも一緒に料理しているという気分にさ
せて楽しみたい｡」という感想がよせられ
ました。

ちゅくしんぼ料理教室
～栄養委員会活動報告～

レンジで簡単にできる

　　　　　 おもちです。

… タンサンを入れた湯で
　 ゆでて小さくきざむ
… ８～10個にまるめる

★草もち（８～10個分）

　・白玉粉 …………… 100g
　・米の粉 ……………   50g
　・砂糖 ……………… 100g
　・水 ………………… 250㏄
　・よもぎ …………… 適量

　・あん ……………… 250g

（1）白玉粉・米粉・砂糖・水をよく混ぜ、よもぎも加
えて混ぜて、電子レンジに７分かける。(３分で一
度取り出し、よく混ぜてあと４分かける｡）

（2）まな板に片栗粉をふり、①を熱いうちに棒のよう
に伸ばして８～10個に切る。まるくのばし、あん
を包む。

　　　
　よも

ぎには
カ

　　ル
シウム

・鉄分
・ビ

　　タ
ミンＡ

多く、
春の香

　　り
がお口

いっぱ
いに広

　　が
ります

。ゆで
て冷凍

　　し
ておく

と一年
中楽し

　　　
むこと

ができ
ます｡

犬の登録と
狂犬病予防注射 　春の訪れとともに、希望に満ちた新年度が、スタート

しました。今年は、62名の元気な可愛い乳幼児が入園
してきました。子ども達は、新しい環境に期待と不安も
多いかと思いますが、たくさんの友達に囲まれて、一日
も早く笑顔で保育園生活が送れるようになって欲しいと
願っています。
　｢三つ子の魂百まで」と諺にもあるように、乳幼児期
は人間形成の土台となる重要な時期です。保護者の方か
らの悩みや子育てについての相談など、気軽に声をかけ
ていただいたり、安心して子ども達を任せていただける
よう、保護者と職員と信頼関係を更に深めながら、保育
に努めていきたいと考えています。
　また、家庭と保育園とが共通の
認識をもち、子育てを行うことで、
伸び伸びと子どもらしく、明るい
子どもに育って欲しいと願ってい
ます。
　今年度も、一人ひとりの子ども
達の成長を見守りながら、温かい
保育園作りを目指していますので、
皆様方のご協力をよろしくお願い
致します。

　３月 17 日の卒園を前にお別れ会をしました。毎月の誕生会で年長児が会食のクッキングや司会をしていま
したが、今回は「１年間、ありがとう！」の気持ちを込めて、年少児がクッキングをしたり、お別れ会を進め
たりしていきました。クッキングでは園の畑の野菜を収穫し、包丁を持つことが初めての幼児もいましたが、「猫
の手、猫の手。」と言いながら上手に野菜を切りました。会食の時に、「きく組さん、おいしいよ。」と年長児
に言ってもらい、とても嬉しそうでした。お別れ会は、一緒に歌をうたったり、リズム遊びやゲーム遊びをし
たりして楽しみました。そして、「一緒に遊んで楽しかったよ。」

「ばら組になってもがんばってね。」「卒園おめでとう。」「いつ
も遊んでくれてありがとう。」と、お互い心を込めて作ったプ
レゼントを渡しました。天気の良い日には、春の草花を探しに
散歩に出かけたりもして、一緒に楽しく過ごしました。
　心も体も大きくなり、４月に進学、進級する子ども達。12
日には、中央東幼稚園に27名、滝川つくし幼稚園に17名の新
しいきく組さんが入園します。年長児になることに期待をも
ちながら一緒に遊ぶことを楽しみに待っています。
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こんなに大きくなりました　   歳で～す

平成22年３月生まれ

ごみの出し方について(一部変更）
　～図書館からのお知らせ～

10：00～12：00４月13日㈬

11：00～11：4015日㈮

10：00～12：0021日㈭

10：00～12：0026日㈫

10：00～11：3028日㈭

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

０、１歳児あつまれ

音遊び

０、１歳児あつまれ＆育児相談

おないどしきんちゃい！

おやつの時間〝いちご大福〞を作ります。
定員10名。材料費実費。申し込み要。

13：00～13：30
13：15～13：45

４月13日㈬

27日㈬ 9：30～10：00

13：00～13：30

20日㈬

よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

平成22年11月１日～平成23年１月31日生まれの乳児乳児健康診査
１歳６か月児健康教室 平成21年８月１日～平成21年10月31日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

40

館内のインターネットパソコンで
「ルーラル電子図書館」を自由に
ご利用いただけるようになります

（４月15日から）
　図書館では、食と農業を中心に、健康や環境問題などを
含めた幅広い分野の情報を得られる総合データベース「ル
ーラル電子図書館」を導入して、職員によるレファレンス
サービス（調査相談）のツールとして活用してきました。

　４月15日からは、館内のインターネットパソコンで、
来館者の皆様が自由に利用できるようになります。
　なお、使い方などでお困りの際は、これまでどおり職員
にお申し付けいただければ、代わって検索いたします。

例えば、こんな疑問を解決するのに役立ちます
・田んぼの病害虫や雑草の防除／野菜の栽培や料理のポ
イント

・郷土料理の食材や作り方／園芸植物や家畜の育て方
・農業経営や特産物の加工方法
・理科の実験・観察などに役立つ情報　など…
便利になったルーラル電子図書館をご利用ください。

●問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
【注意】４月１日㈮～６日㈬はお休みします。

時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム
幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡今月の休日オー
プン日は４月16日㈯です。

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

（
民
間
信
仰
）

　プラスチック製容器包装については市販の透明、または
半透明の袋（20ℓ以上）に入れて、袋の口を縛った状態で
ステーションへ出していただきますようお願いします。
□ 出していただく際に注意する点
・資源系ごみは可燃ごみに入れないでください。
・食品トレー・チューブ等は軽く洗ってから出してください。
※ 詳しくは今月号に折込しています分別ポスターをご覧ください。
●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

な
ぎ
文
芸

三 

月　

短 

歌 

会
（
提
出
順
）

大
雪
に
寮
母
さ
ん
ら
の
巡
回
に
せ
い

き
な
ご
み
て
生
気
も
ど
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
智
恵
子

積
む
雪
に
小
鳥
が
と
び
来
て
木
の
枝

に
食
べ
も
の
探
す
は
哀
れ
な
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

小
童
谷
賢
子

ど
れ
ほ
ど
の
風
に
運
ば
れ
舞
ひ
来
し

か
朴
の
葉
い
ち
枚
花
壇
に
あ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

平
賀　

朱
巳

ど
さ
雪
に
一
月
中
を
降
り
込
め
ら
れ

な
じ
め
ぬ
雪
に
と
ま
ど
ふ
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

早
苗

北
国
の
雪
の
重
さ
を
想
ひ
知
る
身
に

降
り
て
解
る
事
多
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

能
理
子

常
炊
く
は
二
合
炊
き
な
り
三
合
に
替

へ
て
今
日
来
る
子
を
待
ち
て
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　

森
安　

千
鶴

若
く
し
て
逝
き
し
悲
劇
の
実
朝
の
金

槐
集
を
し
み
じ
み
と
読
む

　
　
　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

　

  

講
師  　

関
内 　

惇 

先
生

機
械
に
て
診
て
も
ら
ふ
か
医
師
は
映

像
み
つ
つ
ピ
ア
ノ
弾
く
ご
と
キ
ー
を

た
た
け
り　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

那
岐
の
里
五
十
年
ぶ
り
の
豪
雪
に
我

は
雪
掻
く
昔
思
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

芦
田　
　

満

落
葉
掃
く
下
に
芽
吹
け
る
春
草
に
冬

を
た
へ
来
し
思
ひ
を
重
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

多
賀
桐　

宗

芹
な
ず
な
と
口
づ
さ
み
つ
つ
揃
へ
お

き
七
草
粥
炊
く
蓋
を
づ
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
堀　

敦
子

畑
の
上
に
積
り
し
雪
の
解
け
ゆ
き
て

埋
れ
し
葱
が
列
な
し
て
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

高
取　

尚
子

積
む
雪
を
掻
き
つ
つ
牛
舎
に
急
ぎ
に

し
若
き
日
浮
ぶ
今
朝
の
大
雪

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

啓
子

亥
の
子
搗
き
燥
ぐ
童
の
声
風
に
の
り

来
て
我
が
家
も
今
か
と
待
ち
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

園
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こんなに大きくなりました　   歳で～す

平成22年３月生まれ

ごみの出し方について(一部変更）
　～図書館からのお知らせ～

10：00～12：00４月13日㈬

11：00～11：4015日㈮

10：00～12：0021日㈭

10：00～12：0026日㈫

10：00～11：3028日㈭

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

０、１歳児あつまれ

音遊び

０、１歳児あつまれ＆育児相談

おないどしきんちゃい！

おやつの時間〝いちご大福〞を作ります。
定員10名。材料費実費。申し込み要。

13：00～13：30
13：15～13：45

４月13日㈬

27日㈬ 9：30～10：00

13：00～13：30

20日㈬

よちよち広場 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

平成22年11月１日～平成23年１月31日生まれの乳児乳児健康診査
１歳６か月児健康教室 平成21年８月１日～平成21年10月31日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が4本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者

なぎ

チャイ
ルドホ

ーム

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

40

館内のインターネットパソコンで
「ルーラル電子図書館」を自由に
ご利用いただけるようになります

（４月15日から）
　図書館では、食と農業を中心に、健康や環境問題などを
含めた幅広い分野の情報を得られる総合データベース「ル
ーラル電子図書館」を導入して、職員によるレファレンス
サービス（調査相談）のツールとして活用してきました。

　４月15日からは、館内のインターネットパソコンで、
来館者の皆様が自由に利用できるようになります。
　なお、使い方などでお困りの際は、これまでどおり職員
にお申し付けいただければ、代わって検索いたします。

例えば、こんな疑問を解決するのに役立ちます
・田んぼの病害虫や雑草の防除／野菜の栽培や料理のポ
イント

・郷土料理の食材や作り方／園芸植物や家畜の育て方
・農業経営や特産物の加工方法
・理科の実験・観察などに役立つ情報　など…
便利になったルーラル電子図書館をご利用ください。

●問い合わせ先　奈義町立図書館　☎36-5811

なぎチャイルドホーム

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

保健相談
センター

場　所

毎週月～金曜日
【注意】４月１日㈮～６日㈬はお休みします。

時　　間
10：00～15：00

場　　　所
なぎチャイルドホーム

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

10：00～15：00 なぎチャイルドホーム
幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さんもい
つでも遊びにおいでください｡今月の休日オー
プン日は４月16日㈯です。

毎週
月～金曜日

時　　間 場　　　所 対 象 者 ・ 内 容月 日

◎問い合わせ先　奈義町保健相談センター ☎36-6700

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

（
民
間
信
仰
）

　プラスチック製容器包装については市販の透明、または
半透明の袋（20ℓ以上）に入れて、袋の口を縛った状態で
ステーションへ出していただきますようお願いします。
□ 出していただく際に注意する点
・資源系ごみは可燃ごみに入れないでください。
・食品トレー・チューブ等は軽く洗ってから出してください。
※ 詳しくは今月号に折込しています分別ポスターをご覧ください。
●問い合わせ先　保健相談センター　☎36-6700

飛
ば
さ
れ
し
帽
子
の
先
や
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

雛
飾
り
命
冥
加
に
米
寿
な
り

　
　
　
　
　
　
　

有
元　

文
子

犬
に
や
る
手
桶
の
水
の
温
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
歖
枝

焚
火
し
て
仕
事
始
め
の
人
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　

廣
友
美
枝
子

た
だ
い
ま
の
大
き
な
声
や
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

民
子

ふ
き
の
と
う
静
か
な
雨
と
な
り
ゆ

け
り　
　
　
　
　

高
村　

令
子

梅
の
香
や
小
坂
の
邑
の
坂
の
上

　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

晋
平

春
泥
の
靴
並
べ
干
す
犬
ば
し
り

　
　
　
　
　
　
　

関
場
た
き
江

い
つ
と
な
く
消
へ
る
こ
だ
は
り
春

の
雪　
　
　
　
　

上
原
�
じ
江

俳 

句 

会

三　

月

六

体

地

蔵

尊

　

隨
泉
寺
分
譲
墓
地
に
建
ち
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
六
体
地
蔵
と
は
仏
教
で

は
、
死
者
は
六
つ
の
世
界
を
七
日
ご
と

に
越
し
て
極
楽
浄
土
に
着
く
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
、
地
獄　

二
、
餓
鬼　

三
、
畜
生　

四
、
修
羅　

五
、
人
間　

六
、
天
人
の
道
。
七
日
ご
と
（
逮た

い
や夜
）

に
経
を
あ
げ
て
応
援
す
る
の
が
慣
例
で

あ
り
四
十
九
日
を
越
し
て
浄
土
に
着
く
、

こ
の
六
つ
の
世
界
（
六
道
）
を
越
す
た

め
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
地
蔵
尊
の
世
話
に
な

り
ま
す
。

▲ 橋
はしもと

本　菜
な な こ

々子 ちゃん
3・18 生まれ（豊沢)

父・拓雄さん　母・友美さん
★元気でスクスクと大きくなっ

てね。

▲ 林
はやしばら

原　彩
い ろ は

芭 ちゃん
3・20 生まれ（滝本)

父・吉宏さん　母・久美子さん
★笑顔のかわいい彩芭ちゃん。

元気に育ってね‼

▲ 船
ふなびき

曳　洸
こ う き

貴 くん
3・26 生まれ（広岡)

父・正弘さん　母・友里子さん
★お兄ちゃん達に負けず大きく

たくましく育ってね♡
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●
５
月
号
は
４
月
８
日
㈮
が
締

　

め
切
り
で
す
。

　

ま
た
、
町
・
広
報
委
員
会
な

ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

2

月

累
　

計

0

件

0

件

2

月

累
　

計

5

件

14

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
1件
2件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

9件
1件
4件

２月
累計

件　　数 搬送人員
20件
42件

18人
38人

件　　数 搬送人員
550件

1,237件
512人

1,137人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成23年２月28日現在

２月11日 ～ ３月10日受付
（敬称略）

２月22日 ～ ３月21日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

　香典返しとして
上町川　・　浅　野　秀　紀（亡父・哲矢）
上町川　・　浅　野　秀　紀（亡母・敏子）
西　原　・　野々上　益　子（亡夫・忠男）
行　方　・　織　田　　　務（亡父・五郎）
西　原　・　野々上　利　明（亡父・岩男）
馬　桑　・　延　原　恭　子（亡夫・照弘）
　叙勲祝いのお礼として
荒内西　・　井　戸　元　雄
　上寿祝い返しとして
上町川　・　森　　　忠　夫
　社会福祉のために
奈義町カラオケ同好会
津山市　・　天狗寺　陶白人

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医

△

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成23年３月１日現在）

2,388世帯

6,324

人
人

男
女

人
（先月比較 －４） 

3,094
3,230

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

4月
3日

10日

日本原病院
津山市☎363311

太平台医院
勝央町☎385775

大 村 医 院
勝央町　☎ 38 2058

17日

24日

29日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎ 38 6688

松 野 内 科 医 院
美作市勝田地区 ☎0868771310

小 坂 田 医 院
勝央町　☎ 38 2043

4
中島東　・　小童谷　　　海　くん
　　　　　　　　　　　（賢吾・沙織）

　柿　　・　國　富　千陽花　ちゃん
　　　　　　　　　　　（雄大・典子）

滝　本　・　岡　地　慎太郎
　　　　　　　　　　素　子（高知県）

久　常　・　窪　田　　　敦（岡山市）
　　　　　　　　　　一　枝

滝　本　・　大　橋　俊　之
　　　　　　　　　　香　織（広島県）

上町川　・　植　月　　　徹
　　　　　　　　　　優伽理（大阪府）

西　原　・　野々上　岩　男（91歳）
荒内西　・　土　居　幸　子（99歳）
西　原　・　野々上　忠　男（76歳）
馬　桑　・　延　原　照　弘（70歳）
滝　本　・　清　家　良　治（85歳）
広　岡　・　船　曳　　　彰（90歳）
中島東　・　小　林　三　枝（89歳）

奈義町こども映画会
●日時　４月24日㈰ 午後１時～
●場所　奈義町文化センター
●内容
　ドラえもん｢のび太新鉄人兵団」午後１時～
　ナルト疾風伝｢ザ・ロストタワー」午後３時10分～
●その他　入場料金　１日券500円 
　　　　　4歳以上（幼稚園児以上有料）
●問い合わせ先
　奈義町文化センター  ☎36-3034

かい

ち　よ　か

●
日
時　

４
月
20
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
児

童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

子
ど
も
非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、

人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
の
自
宅
で
、

教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36
︲
８
１
１
０
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

産
業
振
興
課　

☎
36
︲
４
１
１
４

●
日
時　
４
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
役
場 

産
業
振
興
課
相
談
室

●
担
当
者

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
津
山
分
室

　

消
費
生
活
相
談
員

●
相
談
内
容

　

消
費
生
活
に
関
す
る
諸
問
題

　

防
衛
省
で
は
、
幹
部
自
衛
官
・
一
般
曹
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
種
目

　

・
一
般
幹
部
候
補
生

　

・
技
術
幹
部
候
補
生

　

・
歯
科
幹
部
候
補
生

　

・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

　

・
医
師

　

・
歯
科
医
師

　

・
一
般
曹
候
補
生

※
応
募
資
格
は
、
種
目
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈫
～
５
月
６
日
㈮（
締
切
日
必
着
）

●
試
験
日

　

５
月
14
日
㈯
～
５
月
21
日
㈯

　

種
目
ご
と
に
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

●
入
隊
日

　

平
成
24
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部 

津
山
出
張
所

　

☎
22
︲
５
６
３
７

■
消
費
生
活
相
談
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■
自
衛
隊
幹
部
・
一
般
曹
候
補
生
募
集
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●
５
月
号
は
４
月
８
日
㈮
が
締

　

め
切
り
で
す
。

　

ま
た
、
町
・
広
報
委
員
会
な

ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

2

月

累
　

計

0

件

0

件

2

月

累
　

計

5

件

14

件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
1件
2件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

9件
1件
4件

２月
累計

件　　数 搬送人員
20件
42件

18人
38人

件　　数 搬送人員
550件

1,237件
512人

1,137人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成23年２月28日現在

２月11日 ～ ３月10日受付
（敬称略）

２月22日 ～ ３月21日受付
（敬称略）

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

　香典返しとして
上町川　・　浅　野　秀　紀（亡父・哲矢）
上町川　・　浅　野　秀　紀（亡母・敏子）
西　原　・　野々上　益　子（亡夫・忠男）
行　方　・　織　田　　　務（亡父・五郎）
西　原　・　野々上　利　明（亡父・岩男）
馬　桑　・　延　原　恭　子（亡夫・照弘）
　叙勲祝いのお礼として
荒内西　・　井　戸　元　雄
　上寿祝い返しとして
上町川　・　森　　　忠　夫
　社会福祉のために
奈義町カラオケ同好会
津山市　・　天狗寺　陶白人

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医
△

建設上下水道課
土木建設係
上下水道係

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

観光案内所

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成23年３月１日現在）

2,388世帯

6,324

人
人

男
女

人
（先月比較 －４） 

3,094
3,230

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

4月
3日

10日

日本原病院
津山市☎363311

太平台医院
勝央町☎385775

大 村 医 院
勝央町　☎ 38 2058

17日

24日

29日

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎ 38 6688

松 野 内 科 医 院
美作市勝田地区 ☎0868771310

小 坂 田 医 院
勝央町　☎ 38 2043

4
中島東　・　小童谷　　　海　くん
　　　　　　　　　　　（賢吾・沙織）

　柿　　・　國　富　千陽花　ちゃん
　　　　　　　　　　　（雄大・典子）

滝　本　・　岡　地　慎太郎
　　　　　　　　　　素　子（高知県）

久　常　・　窪　田　　　敦（岡山市）
　　　　　　　　　　一　枝

滝　本　・　大　橋　俊　之
　　　　　　　　　　香　織（広島県）

上町川　・　植　月　　　徹
　　　　　　　　　　優伽理（大阪府）

西　原　・　野々上　岩　男（91歳）
荒内西　・　土　居　幸　子（99歳）
西　原　・　野々上　忠　男（76歳）
馬　桑　・　延　原　照　弘（70歳）
滝　本　・　清　家　良　治（85歳）
広　岡　・　船　曳　　　彰（90歳）
中島東　・　小　林　三　枝（89歳）

奈義町こども映画会
●日時　４月24日㈰ 午後１時～
●場所　奈義町文化センター
●内容
　ドラえもん｢のび太新鉄人兵団」午後１時～
　ナルト疾風伝｢ザ・ロストタワー」午後３時10分～
●その他　入場料金　１日券500円 
　　　　　4歳以上（幼稚園児以上有料）
●問い合わせ先
　奈義町文化センター  ☎36-3034

かい

ち　よ　か

　

毎
年
４
月
２
日
を
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
と

定
め
、
全
世
界
の
人
々
に
自
閉
症
を
理
解
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
４
月
２
日
～
８
日
を
発
達
障

害
啓
発
週
間
と
し
て
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
自
閉
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

自
閉
症
は
発
達
障
害
の
１
つ
で
以
前
は
「
常

に
自
分
の
殻
に
閉
じ
に
こ
も
っ
て
い
る
状
態
」

と
考
え
ら
れ
た
り
、
親
の
育
て
方
が
悪
い
こ
と

が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
そ
れ
は
誤
解
で
す
。

　

自
閉
症
（
発
達
障
害
全
般
）
は
先
天
性
の
脳

機
能
障
害
が
原
因
で
す
。
そ
の
た
め
自
閉
症
の

人
は
「
人
と
の
関
わ
り
が
上
手
く
で
き
な
い
」

「
急
に
予
定
が
変
わ
っ
た
り
初
め
て
の
場
所
に

い
く
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」「
社

会
の
規
則
の
理
解
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
」
な

ど
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
発
達
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

■
世
界
自
閉
症
デ
ー
・
発
達
障
害

　

啓
発
週
間
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
・
本
州
・
四
国
と
分
布
は
広
い
で
す
が
、
や
や
高
い
と

こ
ろ
が
自
生
地
で
、
町
内
で
は
奥
山
が
自
生
地
で
す
。
葉
を
鳥
の

羽
で
作
っ
た
ウ
チ
ワ
に
見
立
て
て
の
名
前
で
す
。
町
内
に
は
10
種

を
超
え
る
カ
エ
デ
が
自
生
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
葉
の
大
き
い

種
で
、
４
〜
５
月
に
紅
色
の
美
し
い
花
を
付
け
ま
す
。 なぎの草木−226−

ハウチワカエデ

ま
す
。

●
こ
う
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す

１
．
自
閉
症
の
人
は
会
話
が
苦
手
で
す
。

　

わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
短
く
伝
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

写
真
や
絵
が
あ
る
と
理
解
が
出
来
や
す
い

で
す
。

２
．
で
き
な
い
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

出
来
な
い
か
ら
、
間
違
っ
て
い
た
か
ら
と

い
っ
て
叱
ら
な
い
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
来
る
だ
け
穏
や
か
に
根
気
よ
く
接
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
愛
育
委
員

さ
ん
が
各
世
帯
に
調
査
表
を
配
布
・
回
収
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
の
調
査
表
は
今
年
度
、
町
が
実
施
す
る

が
ん
検
診
や
健
康
診
査
の
ご
案
内
の
た
め
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
平
成
23
年
度
検
診
対
象
者
調
査

　

表
に
ご
協
力
を
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〒708-1392  岡山県勝田郡奈義町豊沢306-1　☎（0868）36－4111
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5
「広報なぎ」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生抑制に努めています。

今月の納税＝軽自動車税

＝
役
場　

  

＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
図
書
館
　

  

＝
美
術
館
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日

＝
海
洋
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

  

＝
山
の
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日

＝
文
化
セ
ン
タ
ー
　

  

＝
観
光
案
内
所  　

＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

平
成
23
年
4
月
号
　
　

第
653
号

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

岡山県議会議員選挙告示日
尺八、大正琴、剣道教室

全国学力状況調査（中学3年生）
詩吟、大正琴、銭太鼓、押花、ウォーキング、剣道教室

教育相談日
ソフトテニス、硬式テニス、
ミニバスケット、社交ダンス、
太極拳、少年野球教室 

行政・悩みごと・心配ごと・教育相談日(　10：00～)
那岐山安全祈願祭（登山道入口駐車場 10：00～）
グラウンドゴルフ教室練習日
絵手紙、太鼓、扇舞、剣道、ミニバスケット、
少年野球教室奈義の朝市(山彩村 9：30～）

郷土の歴史を知る会、
スケートボード教室

子育てサロン（保育園）
幼稚園家庭訪問（～27日まで）、参観日・ＰＴＡ総会（幼稚園）
ゲートボール練習日
絵キルト、囲碁、日舞、卓球、エアロビクス教室 保育園入園式(9：30～)

ウォーキングプール休館日
剣道、ミニバスケット教室

お弁当の日（保育園）
太鼓、尺八、大正琴、歌舞伎、剣道教室

ゲートボール練習日
詩吟、短歌、大正琴、銭太鼓、ウォーキング、剣道教室 教育相談日

狂犬病予防注射（～24日）
おはなし会（　11：00～）
ホワイトプラム、太極拳、悠々クラブ、ソフトテニス、
社交ダンス、ミニバスケット、少年野球教室 

教育相談日
幼稚園・小・中学校始業式
グラウンドゴルフ教室練習日
太鼓、扇舞、剣道、ミニバスケット、少年野球教室 美術館開館記念無料開放

奈義町こども映画会（　13：00～）
銭太鼓、柔道教室

春陽会（　10：00～）
小学校入学式
日舞、囲碁、卓球、エアロビクス教室

奈義町交通安全日
ウォーキングプール休館日
剣道、ミニバスケット教室

中学校入学式
太鼓、尺八、大正琴、朗読サークル、歌舞伎、
剣道教室

中学校修学旅行（～28日）
中学校1,2年生家庭訪問（～28日）
詩吟、日本画、ウォーキング、水中ウォーキング、
剣道教室 

教育相談日
第16回淡雪会日本画作品展（　 ～24日） 
おはなしのへや（　11：00～）
手編み、太極拳、悠々クラブ、ソフトテニス、
社交ダンス、ミニバスケット、少年野球教室 

教育相談日
岡山県グラウンド・ゴルフレディース交歓大会
太鼓、手芸、扇舞、剣道、ミニバスケット、
少年野球教室 

岡山県議会議員選挙投票日
ノーレジ袋デー
銭太鼓、陶芸、柔道教室 図書館整理日

春陽会（　）
参観日（小学校）
太鼓、囲碁、日舞、歌舞伎、卓球、３Ｂ体操教室

奈義町交通安全日
ウォーキングプール休館日
剣道、ミニバスケット教室 昭和の日

第26回那岐登山ふれあい大会（那岐山馬天嶺入口付近 8：00～）
上西竜二展（　 ～5/22）
アーティスト・カフェ Vol.25（　14：30～）
横仙歌舞伎四季の公演「春」（松神神社 13：00～）
剣道教室

消費生活相談日（　10：00～）
幼稚園入園式（中央東9：00～ 滝川つくし10：00～）
詩吟、ウォーキング、剣道、水中ウォーキング教室

教育相談日
海洋センター休館日
太極拳、ミニバスケット、少年野球教室

教育相談日
グラウンドゴルフ教室練習日
太鼓、手芸、扇舞、剣道、ミニバスケット、
少年野球教室 

奈義の朝市（山彩村 9：30～）
柔道、スケートボード教室

岡山県学力テスト（中学1年生）
囲碁、日舞、絵手紙、卓球、３Ｂ体操教室

ウォーキングプール休館日
剣道、ミニバスケット教室

脳いきいきトレーニング教室（チャイルドホーム 11：00～）
太鼓、尺八、大正琴、朗読サークル、歌舞伎、絵画、
剣道教室

憲法記念日
ウォーキング、剣道教室

教育相談日
菜の花まつり(中島西果樹園 ～17日)
参観日・ＰＴＡ総会(中学校)
ソフトテニス、硬式テニス、ミニバスケット、悠々クラブ、
ホワイトプラム、太極拳、社交ダンス、少年野球教室

みどりの日
教育相談日
グラウンドゴルフ教室練習日
剣道、ミニバスケット、少年野球教室 

勝田郡消防操法訓練大会
柔道、スケートボード教室

こどもの日
ゲートボール練習日
卓球、エアロビクス教室

小学校家庭訪問(～22日)
振替休日(中学校)
幼稚園開放日(14：30～16：00)
ウォーキングプール休館日
剣道、ミニバスケット教室

5/

年金相談年金相談

問い合わせ先
津山年金事務所
お客様相談室
☎0868-31-2365

日時   ４月７日㈭
  　　 　午前10時～午後3時まで

場所 美作市民センター
             （市役所の隣）

相談員
　 津山年金事務所

※相談日の前日までに電話予約を！

4

20


	H2304_1-6
	H2304_7-12
	H2304_13-18
	H2304_19-20

